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１．教員紹介・主な研究分野  
 2009 年福岡県立大学大学院修士課程修了後、がん看護専門看護師を取得しました。 

その後 5 年間、筑豊地域にある医療機関において、がん看護専門看護師として「がん」と共に

生きる人、「老い」を生きる人を対象としたエンド・オブ・ライフ・ケアの実践と看護師を対象

とした看護倫理教育に携わりました。2015 年度より本学へ着任し、看護師や学生を対象とした

看護倫理教育と研究に取り組んでいます。 
 
２．研究業績 
 ①最近の著書・論文 
・ 塩田 昇,廣瀬理絵,松山美幸,加藤法子,藏元恵里子,田中美智子,江上千代美（2022）.「陣痛促進剤

による薬害被害者」の講演を聞いた学生は薬害防止に向け何を思い・感じたか, 福岡県立大学看

護学研究紀要, 19,77-87. 
 
 ②その他最近の業績 
 <学会発表> 
・ 廣瀬理絵,塩田昇,江上千代美,田中美智子（2021）.看護学生の倫理観を養う教育内容の検討-「薬

害被害者」の講演をとおして-,日本看護研究学会第 47 回学術集会. 
・ 御手洗みどり,雪松和子,廣瀬理絵,櫟直美（2021）.老年看護学におけるシミュレーション実習 

の学習効果について, 第 47 回日本看護研究学会学術集会（オンライン）. 
 

 ③過去の主要業績 
・ 廣瀬理絵（2015）.「認知機能低下がある終末期高齢がん患者の意思決定支援」，Oncology  

NURSE，8（6）p98-104. 
・ 廣瀬理絵,渡邉智子（2017）.がん看護専門看護師が行う高齢がん患者の意思決定支援,日本看護

科学学会第 37 回学術集会,仙台. 
・ 廣瀬理絵,仲村亜依子,井原資子,渡邉智子（2018）. 急性期病院における看護師を対象とした倫

理教育方法の検討, 日本臨床倫理学会第 6 回年次大会,東京. 
 
３．外部研究資金 

 
４．受賞 

 
５．所属学会 

 
日本看護科学学会，日本看護学教育学会，日本看護研究学会，日本看護倫理学会 
日本がん看護学会，日本緩和医療学会，日本 CNS 看護学会，日本看護老年学会 
日本臨床倫理学会 



６．担当授業科目 

 

基礎看護学概論・2 単位・1 年・前期、基礎看護学実習Ⅰ・1 単位・1 年・前期、看護過程・1 単

位・2 年生・前期、健康レベルと看護・1 単位・1 年・後期、基礎看護技術論・2 単位・1 年・

後期、基礎看護学実習Ⅱ・2 単位・2 年・通年、看護倫理学・1 単位・2 年・前期、フィジカル

アセスメント論・2 単位・2 年・前期、シンプトンマネジメント論・1 単位・2 年・後期、成人

老年看護学Ⅱ・2 単位・2 年・後期、成人老年看護学Ⅲ・2 単位・2 年・後期、専門看護学ゼミ・

1 単位・3 年・通年、卒業研究・2 単位・4 年・通年 
 
７．社会貢献活動 

 
介護認定審査委員（2 回/月） 
がん看護専門看護師活動 
放送大学看護師国家試験学習支援ツール分担制作者（2023 年） 

 
８．学外講義・講演 

 
９．附属研究所の活動等 

 


